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2005年度第1図備会位鰯.4.16) 発表要旨

クララ・シューマン活動の費量
一居住地を中舎に-
111蝿ひろ子ゆわしまひろこ}

今まで長年クララ・シューマンの研究に携わり、

多くの書物や資料を見てきた。クララの栄光と苦難

に満ちた生涯において、悩み苦しみながらもバイタ

リティー溢れる生き方を通していることには敬服す

るのみである。そこで披女が実際に住んだ場所を訪

れ、彼女の行動の軌跡を調べることにより、彼女の

活動の原動力や背景がより鮮明に見えて来るのでは

ないかと思い、現地調査を試みた。

ドイツではこの1∞年ほどの簡に住所表示が度々

変わり、町並みすらすっかり変わってしまっている

所もある。 1関0年代の住所を文献で調べ、現地の市

庁舎に問い合わせる作業から蛤まった。クララはそ

の一生において 14ヶ所に移り住み、それと共にド

イツ箇内はもちろんのこと、諸外国への演奏旅行を

数え切れないほどに行っている。クララ・シューマ

ンの生護と、その驚難句な活動を可能にした背景を

現地調査により探ってみた。クララ・シューマンの

居住地を顕に以下に挙げ、解説を付す。

1 Leipzigライプツィヒ

1.1 Hohe Lilie am Neum佐治
ライブツィヒの衝の中心部にあり、東京で言えば銀

座目抜き通りにあたる場所。クララの父フリードリ

ッヒ・ヴィークはホーエ・リーリエと呼ばれるこの

場所で楽器商とピアノ教師をしていた。ゆりの看板

のあるこの唐は住居と生徒の宿舎も兼ねていた。ラ

イブツィヒを訪れる演奏家にピアノを供給すること

によって親交を持ち、ヴィークの家は音楽家たちが

常に集まる場所となっていた。 1819年9月13日iこ

クララ誕生。

1.2 Grimm話配:heG酪舵36

{現在 Sa1.z掛schen)

1821年、ヴィークは家族が増えるためNe畑町民か
らはすぐ近くに位置し(徒歩で約5分)、市庁舎に続

ここはNeumarkt以上に市の中心部にあたる。楽器

商はますます繋栄していたが、ピアノ耕市としての

名声が高まるとともに商売は妻に任せ、クララの教

育と生捷の指導に力を入れていた。クララは9才前

からずィーク家に集まる音楽家たちの集まりに参加

し、新しい曲やさまざまな曲を漬奏したり聴いたり

していた 1828年ロベルトシューマンがヴィーク

の弟子になり、レッスンに通い始めている。ロベル

トは1829年ハイデノレベルクの大学で法律を学ぶが、

1830年再びライプツィヒに戻りずィークの家に住

み込んで音楽に専心する。1831年のパリ演奏旅行で

クララはショパンに会っているが、 1835年 10月、

ショパンがクララやヴィークと再会するために、ま

たロベルトに会うためにヴィーク家を訪れている。

ドイツの鉄道詰1835年(クララ 16才)に開業して

おり、ヴィークの家から歩いて 15分ほどの距離に

fライプツィヒ中央駅jがある。クララは1837年2

月から、北ドイツを廻る大がかりな演奏旅行を行っ

たが、その際はまずベルリンまで汽車で行き、小都

市を馬車で廻っている。当時ドイツには邸∞'kmの

鉄道網があった。

1.3 !nse1sな混&5
現在の住所表示ではh艶，lStrase18になっている。

1840年9月12臼(クララ21才の誕生日の前日)

に結婚した後、ライブツィヒ東部〈衝の中心部から

約lkm)に位置するIn配Js回&5の家の2階フロ
アーを借りて住む。

く横了にあるGrimmai帥 eG槌艶36に引っ越した。 くleipZigInselstr誠e5:シューマン夫妻の家>
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当時は了度出来たばかりの新しい家で、小さなサロ

ンコンサートを開けるスペースのある居間や仕事部

屋があり、ロベルトはこの家で数多くの歌曲、シン

フォニー1番と4番、ならびにオラトリオ“楽園と

ベリ"、そして室内楽曲の一群を生み出している。こ

の時期、ロベルトとクララは共にパッハのフーガを

分析したり、文学作品を研究したりしている。この

家にはりスト、メンデルスゾーン、ベノレリオーズ、

そしてその他数え切れないほどの音楽家や文学者達

が訪れた。1843年メンデ1ルスゾーンがライプツィヒ

に音楽院を創設し、ロベルトはピアノとスコア・リ

ーヂィングの教授として務めるロまた 1844年8月

にはクララもライブツイヒ音楽院の教授に加わった

が、ロベルトの病状の悪化に伴い、共にこの職を退

く。夫婦はこの家に4年間住み、長女マリーと二女

エリーゼが産まれている。ロベルトは作曲に専念す

るため「新音楽時報jの編集を人に任せるが、病状

が重くなり、 1844年12月鍵康iこ良いといわれるド

レスデ、ンに引っ越すことになる。現在はこの家の2

階部分が fシューマン夫妻の家j として展示室にな

っており、 1暗部分は「初等学校およびクララ・シ

ューマン音楽学校j として使われている。

2.島崎denドレスデン

2.1 wl函館nha凶伊S鴎 35

品e説raseとま出産されている資料もあるが、これは

se館主raseとの魚に位置するためによるものと，思わ
れる。現在この場所はW担 e油au錦国&35に当た

り、広い通り治いの空き地になっており、ドレスデ

ンの中心部、Altstadt(113市街)に位置する。鉄道

のドレスデン中央駅まで徒歩で随分ほどの距離

1844年12月のこの移転に脅してはロベルトの転地

療養が大きな目的と考えられている。ロベルトは自

宅で作曲を教える以外は自分の作曲活動に専念し、

数多くの有名な作品を残している。クララの漬奏活

動はこの2年間、ライプツイヒとドレスデンだけに

隈られていたが、この世帯現に作曲されたロベルトの

ピアノ協奏曲の初演をはじめ、2年間に12回の演奏

会に出演している。鉄道を使えば、 ドレスデンから

ライブツイヒまで当時4時間であった。またクララ

は r3つのプレリュードとフーガJなど、作曲にも

力を入れている。この家で三女ユーリエと長男エミ

3 

ーノレが産まれた。

2.2 Reitb油碍闘部20

1846年9月、 ドレスデン中央軍需により近く、日当

たりの良いReitb油n酔S提 20に引っ越す。この場

所には今も緑の多い集合住宅が並んでいる。ロベル

トは自分で組織した合唱団の指導を行っていたが、

作曲とその発表に力を入れる。クララもロベルトの

作品の演奏や合唱団の伴奏など、ロベルトの音楽活

動に協力していたが、後女はドレスデンの人々のロ

ベルトに対する無関心で冷ややかな態度に憤りを覚

えたよう尤この家に住んだ4年の開に長男エミー

ルが1才で亡くなり、二男ルートヴィヒ、三男フェ

ルディナンドが産まれる。 1849年、三男フェルデ、イ

ナンドの出産前、 8ヶ月の身重で暴動の中をロベル

トと子供たちを連れて非難するという一幕もあった。

3. D胎師温度fデュッセルドルフ

3.1 Alle僧位混&782

現在の住所表示では Heinrich-Heine-allee 

44，Grabens出品との角に位置する。

1おO年9月、ドレスデンから移転この場所は衝

の目抜き通りに位置し、デュッセルドルブの中心部

に当たる。ロベルトがデ、ユツセルドノレフの市民オー

ケストラと合唱団の音楽監腎として採用され、また

作曲家としてもライプツィヒでのfシューマン適簡j、

ツヴィッカウでの fシューマン音楽祭jが開催され

るiまどに名声を上げてきていた。ロベルトは音楽活

動への意欲と必要性からこの場所を選んだのではな

いかと思われる。しかしこの場所の局りは余りにも

人通りが多く、街の喧騒がかえってロベルトの神経

を護れさせ、病状を悪化させたとの説もある。

3.2 Ko国伊all開 252，4

現在の住所表示ではKonig路l1.ee460 1851年7月、

以前より静かな家(アパート)に引っ越す。この家

には 60名を収容できる音楽サロンがあり、 7月6

13 rパラの巡礼jを上演してお披露目をする。この
上演はクララによるピアノ伴奏と 20名の合唱団の

メンバーによるもので、デュッセノレドルフの芸術家

や多くの知人友人が招待された。



3.3 Herzogs伽 se

1852年 4丹、それまで住んでいた家が持ち主によ

って売られるため、仕方なく Herzogs回 seに引っ

越すが、欝の中心からやキ轍れているため、 8月末

にはまた移転する事になる。

3.4 B珪k叙溜U湯島e1032

現在の表示では150 1邸2年9月から 1855年8月

までこの家に住む。この家でクララはロベルトに遠

慮なくピアノに向かう事が出来る暗上の1室を持て

るようになった。それまではロベルトの仕事の合間

を縫って練習していたようた20才のブラームスが

シューマン夫妻を訪れたのもこの家である (1筋3

年10月}。ロベルト自身は次第に幻聴や不安定な精

神状態に悩まされ、事実上指揮者を辞色 1854年2

月、ロベルト註この家から爵の中をライン)11まで歩

き、投身自殺を図った。ロベルトが飛び込んだ場所

までは、家から歩いて約5分である。ロベルトがエ

ンデニヒの精神病院に移った後、プラームスは

Bilke四国seのすぐ近くに下宿し、生活費とロベル

トの治療費のために演奏旅行に明け暮れるクララの

留守を守り、子供たちキ病院のロベルトの様子を旅

先のクララに伝えていた。この家に fシューマン協

会Jの事務所が一時置かれていたが、現在は通りの

斜め向かいにある fHe泊rich-Heine'Institut

Dn部eldorfJの中に設置されている。

3.5 P，α蜘trase1315 
現在の表示 27、H位。，ldstraseとの角。ロベルトが

エンデニヒの精神病院に入った後、広い家が必要で

なくなったクララは、 Bi1ke四国se10詔から 2∞
mほど離れたP侃成rase1315のアパートiこ引っ越

す。プラームスも同じアパートの1階の1室を借り、

クララが演審旅行に出かけている間留守を守る。ロ

ベルトが精神病院に入院していた2年間、プラーム

スはほとんど作曲をしていない。 Bi盈e四国seも

P佃t.s回seもほぼ衝の中心部にあり、ラインJIIに近

く、議酒なアパートが並んでいる便利な場所である。

ロベルトが鰭康な人物で、あったなら、おそらくこの

衛で音楽家として活躍し、子供たちを育て、 1つの

充実した、幸せな時代をクララと過ごしたのではな

いかと思ゐれる。クララはこの衝を7年間で離れる

4 

ことになる。

4 Bぽ'linベノレPン

4.1 D筏溶aue:路trase2 

クララはロベルトの死後どこを定住地にすべきカ嘘

っていたが、 1857年デュッセノレドルフを離れ、ベル

リンの母の元へと移る。上の二人の息子はボンの寄

宿舎に残ったが、あとの子供達はベルリンで暮らす

ことになる。クララ自身は演奏旅行に明け暮れ、母

そ安人が子供たちを見ていたが、長女マジーは幼い

子供達や家事の世話を出来る年齢になっており、

f母親千想主Jを務めていたa ベルリンは地理的には

ロシアを含むヨーロッパの中心であり、交通の便で

は鉄道績など非常に便利な都市で、クララの活動の

動点として最適な場所であった。この住居は街の中

央、プランデンブルク門の少し南に位置していて、

四女オイゲーニエは後にfベル9ンの中IU部にある、

中庭に面した大きな窓から日の当たる住居に引っ越

した。そこには私たちの錬習用のアプライトピアノ

と、居間には美しいグランドピアノがあった。Jと述

べている。

クララの母マリアンネ・パノレギールは、クララが

4歳8ヶ月の時iこフリードリッヒ・ヴィークと離婚

している。クララは5才になるまでの4ヶ月間、母

親の元にいたが、 5才になるとともに法律の定めに

より、父親に引き取られる。母親を失ったクララは

£、のよりどころを音楽に向けていたと患われる。ク

ララは、ロベルトとの結婚を父親から反対され決裂

した時、父親の元を離れてベルリンに住む母親の所

に身を寄せている。クララは幼くして母親と別れる

ことになったが母娘の幹は強く、クララは生援にわ

たって母親を頼りとしていた。クララにとって母親

のいるベルリンが、最も安心して住める街だったの

ではないだろう治、

5 Ba，おn-sadenパーデン・パーデン

5.1 Licb胞n担1Nr.14 

現在の住所表示はHaup旬協&801部2年10月、

友人である名歌手ポーリーヌ・ヴィアルドの薦めで

パーデン・パーデンに家を購人 1863年5月から

住み始め、夏には子供達全員を集めていた。クララ

がこの家にいるのは夏の間だけで、秋からのシーズ



ンはほとんど演奏旅行に出かけていたようだ。パー

デン・パーデ、ンは当時からヨーロッパの高級保養地

として有名であり、クララはこの地で各界名士とも

親交を結んでいる。

ブラームスは1863年から 1874年まで、夏の数週

間あるいは数ヶ月をパーデン・パーデンに滞在する

事が多かった。 1部5年からは現在「ブラームス・ハ

ウスj と呼ばれている家(Lich旬n凶町必挽 136、

現在の住所表示は地m出a部出品 85)に部屋を
借りていた。この家はクララの住居前の通りを 15

分程歩いた、少し小高い場所にあり、プラ}ムスが

借りていた 2階の部震からはこの道がよく見える。

プラームスはパーデ、ン・パーデンにいる間は毎日の

ようにクララの家を訪れ、お茶や食事を共にしてい

た。またクララが演奏旅行に出ている問、クララの

代わりに生徒にピアノを教えることもあった。

6 Bぽtinベル9ン

6.1 In den Zelten 11 

留の中央、プランデンプルク問のすぐ西、現在のコ

ング‘レスハレ(会議場)のすぐ近くに当たる。 1873

年 11月、クララはパーデン・パーデンを離れ、再

て共交通の便の良いベルリンを活動の拠点として選び

引っ越す。ベルリンには二人の息子、フエリックス

とフェルディナンドが住んでいた。クララが常に頼

りとし、子供達を見てくれていた実母マリアンヌ・

パルギールが 1872年3月にベルリンで亡くなって

おり、この二人の息子の傍にいることも、ベルりン

を選んだ理由と思われる。

7. Fran:凶ntamMainフランクフルト・アム・

マイン

7.1 Myliu蝿岡島32

1878年9月、ブランクフルト音楽院教授への招轄

に応え、移転する。すでに 32才になり母親の片腕

となっていた長女マリー、 27才の西女オイゲーニ

エ、結核を患い瀕死の状態の末子フエリックスと共

に住む。Myliu館協selま市の西部に位置する閑静な

住宅街にある。

クララの家からフランクアルト音楽院までは歩いて

して招轄される。クララの生徒はドイツ国内はもと

より世界中から集まり、シカゴ、エューヨー夕、フ

イレンツェ、エディンパラ、ロンドン、ウィーン等

の出身者が名簿に見られ、特にイギリスからは大勢

来ている。マリーとオイゲーエエもクララの助手と

して音潮堤に勤めていた。 2年後の 1880年にはさ

らに二人の女性が教授職に迎えられ、この年から女

性のための作曲クラスも作られている。 1896年 5

月21日、 76歳で亡くなったクララの遺骸はボンに

あるシューマンの墓地まで運ばれ、美しいシューマ

ン記念碑の中に収められた。

結び

本研究においてクララ・シューマンの居住地を迫

り、彼女の人生を追ってみた。クララの活動を支え

たものはまず被女を取り巻く人々であろう。彼女を

世界的ピアニストに育てた父親ヴィーク、共に音楽

活動を罷め広めたロベルト・シューマン、クララ 5

才の時に}JIJ.れながら終生クララの支えとなった母親

マリアンヌ・パルギール、一生結婚せずクララの片

腕を務めた長女マリ一、常につかず離れずクララを

守るブラームス、そしてさまざまな形で協力を惜し

まない多くの友人達。クララは麗住地を決めるに当

たり、音楽活動の為により藤義的な場所ということ

もさることながら、夫の健擾や子供遣の世話を重点、

的に考え、多くの友人達との交流iこ通した場所を選

んだのではないかと思われるe今留ま紙面の関係上、

クララ・シューマンの住居地母み諾分させて薫いた。

約15分。 1878年に学校が開校した時、クララは教 〈クララ・シューマンの手の霊{ツヴィッカウ シューマ

授たちの中で唯一人の女性であったが、主任教授と ンハウス所蔵)> 
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オペラのジヱンダー論

ーその底聾酌読み替えをめぐって

ルルのジェンダー・パフォーマンスを中心に

茜臨 多恵子{にし拐、たえこ}

本発表では、オペラとジェンダーに関する長ネ誠司

氏の二論文 fオペラ、天使の声:新しいオペラ論に向

けてJ(.以下、「オペラ論Jと略言δ、及び「オペラ一声
一女性: ~ルノレ》を見るための試論J (fA下、 r，レノレ
論jと略記)の問題点を論じ、 Uレル論JIこ言及されて

いるジュディ・ロックヘッドの論文fJldレの女性パフ

ォーマンスjを紹介したc1)ここで問題として挙げた

のは、長本論文における異性愛男性中心的な視点、であ

り、とくにそうした視点、による先行研究の読み替えや

利用である。以下、本発表皮靖戒に沿ってその内容を

要約する。

1 r:オペラ論jの関題 「オペラ論Jはジェンダ

ーの視点によるオペラ研究につして論じたものである。

ここで長木氏は、今後の研知土声のクイア理論に向か

うと結論し、フェミニズムに始まる諸研究をすでにf通

過jしたものと位置づける。だがその声のクイア理論

とは何かについてはほとんと明らかにされず、長木氏

自身がそれに取り組む姿勢を示すわけでもなし九いわ

ば傍観者として暗黙裡に自明とされた研究史の枠に先

行研究を巌め込んでいるようたそして当の研究史が

C少なくとも表向きは異性愛の)男性によって築会寸も

できたとすすもば、その結果として、同氏が異性愛男性

中心地な画定観念による誤読に賂ったとしても不思議

はないかもしれない。

さて、フェミニズムのオペラ研究史を省みると、そ

の礎矢はカトリーヌ・クレマンの fオペラ、あるいは
女性の破滅n(1979)である。 19世記のオペラにおい
ては封生が常に破滅させられると指摘する問書に対し、

その後、プリマドンナの声による勝利など、オペラに

おける女性を音婦協員長からポジティヴに論じようと

する事院治湘次いた論文集fアントラヴェスティ嘆
装して)~ 2)もそうしたオペラ研究の系譜にある。問書

の編者がその序文において、「オペラにおける声は性

差を超越するj と述べるのは、オペラの異装に女性の

さまざまな可能性をひらくきっかけがあり得るという

女性としての希望であり、愛し合う男女を演じるこ人
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の女性歌手について「愛G合っているのは女性同士j

と述べるのは、対生同士の連帯干の賛美であろう。これ

に対して長木氏は、「多くの観客jは本当にそのような

位差を超越する声や愛し合ってしも女樹司土といっ

た)視点でオベラを見るだろうか、と問う。むろんこ

れは萌ら料こ否定の観報道習である。どうやら長木氏

は多様相主的樹齢告基盤に立って展開しつつあるオ

ペラ撹評の現況を見損なっているらしし、関われるべ

きは、「多くの観客Jあるい註 f世間jの見方というも

のを自境捜し、問書の意義を fクイア理論の枠内jで

のみ通用すると述べる自らの発想であり、それを枠付

ける思考基盤ではなかろうれ

長木氏のそうした患朝傘を勢欝させる一例が、ラル

フ・ロック論文の読み蕃えもしくは誤読である。『アン

トラヴェスティ』那担の論文3)において、ロックは、

ゲイの男性に強いとされる異性への自己間一化に関し

てこう述べた一一ヒロインiこ一体惑を抱く男性はゲイ

iこ撮らなしLその際、例えばf帯姫2のずィオレッタ
が女性であるだけでなく階級社会の犠牲者でもあると

いうこと治主彼女に対する自分たちの感情にとって重要

なのだ、と。ところが長木氏は、ロック¢趣旨をその

文脈と無関係にこう解釈する一一ヴィオレッタの運命

出港糠笹会のゆえであり、したがってそれほ男女とも

に被るi討aの運命である、と。つまり、とロイン八の

自己同一化による男性聴凍の共感品、う、いわばジェ

ンダーの二項対立の解体ベ向かう発想を、現状の控謹

の無イヒへ一一平たく言えば、苦労するのは男も同じと

いう相も変らぬ男の言い分へ一一ーとすりかえてしまう

のであるc

Eりf.，}I，.論Jの構或 iJレノレ論Jは9節から成る。

その中間部(第3-5節)で著者はオペラ《ルノレ奇

から離れ、先述のクレマンの著書に対する批判から

始めて、キャロライン・アベイトによるシュトラウ

スの《サロメ》論の紹介・論評を行っている。この

《サロメ》論論評も先行研究の男性中，乙鵠な視点に

よる読み替えとしてかなり問題があるが、本発表で

はこれについて具備担こ揺れず、やレノレ))，こ関する部

分のみを論じることとする。

彊ベルヲのオペラ(Jf.，)ゆ輯要ヴェーデキント

の戯曲をベルクが台本化し、作曲したオペラ。 1935

年、第 3幕のオ」ケストレーションの途中でベルク



の死により未完のまま残されたが、ツェルハが補筆

し1979年に完減した。 12音技法によりながら調出告

な面もあり、ソナタやロンドなど古蝉悦楽曲形式

も組み込まれた複雑な構成となっている。あらすじ

は以下の通り。

冒頭、語獣使いの前口上で登場人物たちがそれぞ

れ動物にたとえられる。美貌の対生ルfレは蛇そして

オペラの前半、ノレノレの夫が3人次々と死んでいく。最

初は老医事顛既ルノレと関係を持ち続けてきたシェー

ン樽土が、ブルジョワ生活を営むためにはその魅力か

ら逃れねばとルルに結婚させた相手である。彼は、若

妻ノレノレの肖像を描く画家がノレノレにのぼせ上がって追

い掛け図し、押し静片図をまのあたりにしてショック

のあまり死んでしまう。次の夫となった画家段、シェ

ーンからノレルとの関係を明かされて自説ついにシェ

ーンは上流令嬢との婚約を議棄してルルと結婚する

も、稿集るむの留まりと化し、息子アルヴァがルルiこ熱

愛を告白する光景を盗み見て逆上、ルルiこ自殺を追っ

たところルルの発抱であえなく盤拡ルル!:ti童捕され、

オペラの後半でi士、競識したルルがアルヴァらととも

に、間おまパリからロンドンへと逃亡する。第3幕後

半、アルヴァらを養う娼婦ルルを次々訪れる3人の客

はそれぞれ死んだ夫との同一歌手による一人二位 3

人自の客はシェーン投扮する切り裂きジャック。披は

ルルを殺害、ノレルに献身的に尽くすレズピアンの友人

ゲシュヴィッツをも刺し、捨て台請を吐いて立ち去る。

ゲシュヴィッツはルルへの愛を歌い上げて息絶える。

IV ロックヘッド著 fJa，JLO女勧りォーマンスj
の紹介本論はジュデ、イス・パトラーのジェンダー・

パフォーマンスの概念を拠り所に、オペラ fノレノレ』の
主人公のキャラクターと音楽との関わりについて考察

したものである。ファム・ファタルの典型ともいわれ

るルルは、ロックヘッドによれば、起源なきパロディ

である。す合わかレルは f創出を誇張し漬じるが、

本来の女性という実体は存在しない。ルル¢犠力に簡

単に参ってしまう男たちヰ犠射枕レズピアンの友人

ゲシュヴィッツの行為もそうしたジェンダー・ノfロデ

ィである。さらに、全体として非謂t強句な r，レノほの
音楽のなかで、際立って謝強告な二つのパッセージが

音楽のパロヂィとしてそこに鶴きカ斗する。脱獄したル

ノレが自由を賛美する際の i，レルの自由の音楽j と、オ

ペラに組み込まれたソナタ形式のコーダにあたるとこ

7 

ろからfコーダの音楽Jと昭詣もるものがそれである。

そのマーラー愚の情感豊かな議均立当時のベノレクの様

式ではなく、パロデ、イ化の表現軒去なのたこの二つ

のパッセージ辻オペラ全体を通じて荷度カ覗われるが、

そのパロディ効鼎まドラマの進行につれて変化するe

例えばプロローグでルルカ戦にたとえられて登場する

際アダムとエヴ、ア以来の「誘惑者としての女j とい

う神話会瀬題されるが、その神話が f自由の音楽Jと

いうパロデ、ィと結びっく時、神話の意味は音楽様均η

真正性もろとも失藍する。また fコーダの音楽Jf主ル

ルの魅力に対するシェーン博士の滑稽なほどの無力さ

と結びっく。概してどちらの音楽も「女性jを演じる

ことで力を発揮するルルと共にある。しかし、第3幕

において殺人鬼(明り裂きジャック)とルルの会話で

この二つのパッセージが跡、て現われる時、異変が起

きる。それまでルルは、離れにあるいは生きのびるた

め真剣に男の心を操っており、これらの音楽はそうし

たルノレを象徴する治的ょうであった。だが、大詰めに

いたってルルは、この間じ音楽に伴われて殺人農の意

のままに従う女性となる。そのときこれらの音楽の意

粥土一転して、殺人鬼の掌中にある無力な封主の音楽

となるのた音動知デ、イのこのショッキングな変質

こそ、ルノレの死伽ヰびに先立って殺害の道事jを顕し、

悲事員全をいっそう強めるとともに、この若事iがルノLの
みならず、ジェンダー規範に翻弄された証会全体の悲

劇jであることをF部けるのである。

V りレル論jの問題 fノレノレ雲南jはパトラーや音楽

パッセ}ジへの言及などの点で、ロックヘッドに負う

ところが多いが、その論皆は全く5暢Fである。本論に

おいては、事実上、ノレノレは男の誘惑を目的とする誘惑

者として予め固定化されており、その目的達成のため

併T為がアイデンティティ・パフォーマンス如、しジ
ェンダー・パフォーマンスと名づけられている。ノレル

の自串の音楽についてfたまさカ幼本来性jを云々 し、

それら二つのパッセージを論じながら第3幕に言及す

ることなく fオペラ『ルルJはシェーンとアルヴァに
対するルルのアイデンティティ・パフォーマンスのス

トーリーと読み替えることができるJと言い切るのは

その例証であろう。パフォーマンスという言葉に込め

られたパトラーによるジェンダ寸稔の撹乱への淘匂

は、ここでは古来の女性橋勝怜言説に回収され、音

楽のマーラー愚構惑についてはパロディの役観どころ



か、誘惑の効果剤としての意味齢、が示唆される。さ

らに始末均等悪いのは、ロックヘッド論文に対する不明

瞭な関係拡論点を民臓に伝えるでもなければ、それ

に対する反論でもなく、用語が流用されている。ロッ

クヘッドやパトラーになじみの薄い読者ならば、 fル

/碍壷jにおける用語の意味合いやジェンダ}輔念を被

女らのものと錯覚するのではなかろう方、

ところでベルクI主当時傾倒していたカール・クラ

ウスの講演から、「男性在会の復讐Jという言葉を引用

してやレノ吟のスコアに書きこんたその際、それに

続くクラウスの説明句「あつかましくも男性自身の罪

に対する復讐jをベルクは省略したが、省略の理由は

今なお興場探い謎とされている。だがりレル論J冒頭

でベルクの f復讐j書き込みに言及する長木氏は、「男

性自身の罪云々jh:f誹封もず、女性関係におけるベル

クの被害者感情を断定的に読み込む。そして結語に至

り、氏の男性中IL牲は一層あらわとなる。

結語では、このオペラがどこで終わるのかという点

に言及されている。これについて前出『アントラヴェ

スティ』回読められたミッチェル・モリスの論文と比

較してみよう04モリスは、ルル殺害とゲシュヴィッ

ツ粛j蕩をもってこのオペラが本節切こ終わると述べる。

モリスによれば、そ併麦、 f手のかかる仕事だったjと

いう殺人鬼の台調による男の世界観と、それに続くゲ

シュヴィッツによって歌われる高貴な愛一一第三の牲

として麓まれた!司担護者の鰐ムの愛ーーとが対照的iこ

示されるのである。一方、長木氏は、殺人鬼の台謂か

ら
、ラは f仕事=t作乍品としては関iじ二られてlしJまつたjとbい

う丸。この台霊鵠奇はまた殺人鬼との間一歌手扮するシエ一

ンのものでもある。ルルから逃れようとするシェーン

が、ルルの夫である画家iこ対し、妻を監聾するように、

と被女と自分との関保を明かし馨告したあとの台詞え

識しく動揺するうぶな画家に事態をわからせるのは

f手のかかる仕事だったjわけた殺人鬼/プルジョ

ヲ男の仕事と、{協r}j.，-)けとの同一視は何を意除す
るの治、単なる語呂合わせではあるまbもこれは、長

木氏の視線が、殺人鬼を指してそリス言うところのf男

の賓輝の伐喪jの視藤にi訪却ならないということでは

ない治、すなわちその視隷を長木氏が撃場人物と共有

しているということであり、さらに他の箇所にもみら

れるように、作曲者であり台本作者であるベルクの視
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線をもそこに重ね合わそうとしているということでは

ないだろうか。

ゲシュヴィッツへの共感を公書するモリスと対照

的こ、長木氏は客議性を装いながら、実はブ〉レジョワ

異性愛男性(あるいは殺人船への共感を、おそらく

無自覚のうちに表明している。最後のゲシュグィッツ

の歌が、「すでに決着の付けられたオペラの時間とオ

ペラの意味の外部で・・純粋にオペラ的体験として聴き

手の耳に届くjと述べる賎氏にとってその歌は、オ

ペラにおいて殺人鬼の台詞ほどの意味を持たず、耕撚

たる美搬鎖の対象でしかなハそれはとりもなおさ

ず「女jの伝縦枕ジェンダーコードlこ一致し、また

そのように断定することによってそうした見方を f聴

き手j一般に強要する結果ともなっている。牽強付会

の先行穆院の利用、自らの視点を相対化することなく

断ずる作曲者の意留守穂き手像を通じて、 r)レノレj論に
おいても長木氏は男性中1[.'的 f客観生jを打閣しよう

とするオペラ研究の動きを封じ込め、男性中IL1生の保

守と再刻印に寄与しているようじ習われる。

以上の考察を通じてジェンダーとオペラに関する

日本語文撤の貧弱さをあらためて痛感した。こうした

文献が無批判に受け入れられるとすすLば、それは長木

氏一人の問題ではあるま11¥我がフォーラムの今後の

課題は多大だが、搬トの先行研究の適切な紹介もその

ーっとなろう。

..・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・・........・・
く定〉

1) rオペラ、天使の声:新しいオペラ論に向けてJr.文学:J5 
巻2号信冶4年3・4月号弘 57・70頁， rオペラ一声ー封生:
やレノゆを見るための試論j村橋訣・松潟寿韓編懐象の

ディスクール3 身体普東京大学出版会2000，153・175頁;
Lo:お民叫 J凶1Y.“Lulu'sFeminine per必rma盟泡:'1n The 

caml闘争 Q澄抑nionto Berg， ed. Antllony Pople， 
<JZl・244.C鍋祉温酔:0創世姐geUniv官民間ryPress， 1997. 
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En Tra夜組i: ßbl酷~ Gender SUJ伽 n由民 今問視.New 
York: Columbia U凶鴨間，tyPr輔、 1磁調5.

3) L:氾ke，Ralf P.“What Are Th鱒恥恐慌臼溜司gin
Opera?" In En 1hn零時.関・胞

のMorrゑM地hell.“A合凶旭g也e白阻:tessG側主主wi1z."
InEn笠宮椛描!，348-370. *この論文については「ル将和
においても言及されているが、本稿て也ベる点について、長

木氏がモリスにヒントを得たのかどうかは明らかではない。
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ジュディス・パトラー講演会受講報告

市'JII啓子炉柏市 i丸、こ)

講演題自:百臨時 G側 er"

講費者:Judith蜘tler (Univ. of Cal ifornia， 
BerkeI ey) 
司会: 竹村和子仮定事業推進者)

自時: 獄滞年1月14日(お14:伶 17:初
場所: お茶の水女子大学講堂{徴音堂)

主催:お茶の水女子大学慌 fジヱンダー研究のフ

ロンチィアJプロジヱクトD(理論構築と文化嚢象J

天気予報では f一日中冷たい雨Jと伝えられた1月

のま耀臼。…衝撃の思選諒として名高いジュデ、イス・

パトラーとはどんな人なのだろうとの興味料立から、

傘を持ち、コートを事ふんで出かけたのだった。会場

のお茶の水女子大学の講堂では、今後2時やら始まる

というのlζ12持前から並んでいた入がいたとのこと。
立時半iこ着いた私は、整理券を渡され、真中よりやや
後ろの鹿席を指定され丸 1時半にほ満席となってし

まったように見えたが、約筑抱名が詰め制ナたそうた

半数とはいえないが、思い砂ト、多数の男性が見受け

られる。築何十年なのだろう?…木製の窮屈な座席。

着膨れている身体は身動きもできずに、エコノミー蛮

鶴群となる。おまけに、 「トイレは外?杓というの

だが、延々と傘をさして1km位歩き続けなけれi憩i
着しない。飲み物も購入するととができなし、ハンド

アウトなし、映像なしの最悪のコンディションながら、

受講してみると、難しいけれど引き込まれるものがあ

ったノ〈トラー氏比物静かで、ゆっくりと言葉を選

びながら語る。とても落ち着いて見えるが、 1956
年生まれ (49歳)と後で知った内容はやはり難解
で、基礎失識の不足がたたり、その場ではわカミったよ

うな気がしたものが、後では全くわからない。報告を

しようとすると、実字通りレ〈トラー理論と格関(=

ba:拭le)Jするはめとなった。

事前に少しだけ目を通した本『ジェンダー・トラブ

ル;フェミニズムとアイデンティティの擾乱』竹村和

子訳(青土社鉛03)の同壇場告な一節は、 p.30にある

fひとが『ある』ジェンダーをもっと蓄えるだろう

れそれとも『あなたのジェンダ吋立何です治せと

9 

いう質問に暗示されているように、ジェンダーとは、

ひとがそうであると言えるような本都宮な属性なの

Tミろう?入 l
という第1章の三「ジェンダ一一期吃の論争の不毛な

循環jの出だしであった。まさに、 fアイデンティテ

ィの擾寵Jである。休憩時間iこ、すがるように購入し
た入門書『ジュディス・パトラー』サラ・サリー著竹

本棉子値訳 (シリーズ・現代腕扮イドブック) (青

土社)に、

f…パトラーの文章が腹立たしいと思ったからとい

って、それは自分に限ったことではなしヤ・・頁を二、

三枚めくっただけで、そもそもなぜパトラーを読ま

ねばならないのだと自蹄するはめに陥るからた…

パトラーのテクストは確かに、その観念のみならず

書き方のうえでも難解である。しかし、ときとして

わからなくなったり、戸惑うことがあるとしても、

その一見不明瞭かつ遠回しな言い方に必要以上にま

こ乃いたり、やる気をなくすべきではない。…パト

ラーの文体そのものが、パトラーカ理論と哲学で試

みる介入の一部であると認識することが肝要であ

る。 J

とあったそこに光開を見出し、入門書を頼りに、受

講報告を試みることとする。報告者の理解できた範璽

であることをご了承履いたし、

初めに、当日の司会者であるお茶の水女子大学大学

院人間文化研究科教慢の併摘子氏より、紹介があっ

た。ジュディス・パトラーJ吋i血B時松氏i主カリ
フオノレニア大学パークレー校、修辞学/比敢文学教授

であり、このたび、お茶の水女子大学COEfジェン
ダ'-.li蕪究のフロンティアJプロジェクトDの企画iこよ

り、初めて日本に招轄することができたとの由。講読

を依頼するに当たって、次の二つのことをお顕いしt:.，
迂濯論と政治に言及してほしいこと、 G精栴占析につ
いても触れてほしいこと。そして、見事に要望にこた

えた原績を作ってくださったとの由。

パトラー氏が語り始めると、2α治人の聴衆か嘗まり
返って耳を犠けた。i露尺i士、司会の竹村和子氏。以下、

開き取った範囲での内容の要約である。なお、 ( ] 

により、報告者の調べたことヰ惑じたことを補足させ

ていただし

合衆菌では、皆 f人がどう思うかjに関心が強しも

多様な人間関係があり、 トランス・ジェンダー、クィ

ア等、新しいセクシャル・ジェンダー・ポリティック



スず生まれつつあるが、それぞれの運動、互い同士の

関保性にも緊張があり、力車前で、葛藤iこ溝ちてし唱。
その交差点にあって、自分はポリティクスとの爵連で、

次のようなことを考えているQ

くインタF セックス蓮華誌について>

現在、多くの国で医療傍助主インターセックスの性別

を決定し、事幼児の段階で外性器の手術や性腺の摘出

手術を施している。そのため、臨定的樹犠力しカ特

てなくなる。アメリカの当事者団体は、これらの手術

によって、腕繍以降、性自認に苦しんだり、深刻な

，尚ザト傷を受けるケースがあるとして、医療鱒に下牲

の決定権jと「インフォームド・コンセントJの重要

性を訴えている。 般に、 開波対空学事典lで静〈
たところ、 fインターセックスj と辻、

f半陰銑ヒトの翻11fま遺伝勃部こ法性染色体がX

Yなら男、 xxなら女と規定される。しかし、ヒト
の生殖醸、内性器、外性器の組み合わせには多様性

があり、苅リ村ぽ、精巣と卵巣の両方を持つ者、

精巣と女閉村生器の特徴を持つ者、卵巣と男憎ト性

器の特徴を持つ者がいる。これら男と女の二分法に

収まらなbオ全をインターセックスと呼ぶj

とあり、ようやく理揮できた。←) fジェンダー・ア

イデンティティ障害j と診訴することや f欲望の病理

化jに対して、権力に絡む宿題として、どのように運

動として組織とするべきかについて情寵襲起を行って

いる。

くレズヒブン、グイの結婚夜嚇調印jについて>

目標としては、レズピアンとゲイの法的権利を拡大

させることであるが、糊性活は「結婚Jカ唯一のも

のではな1，¥ただし、権力の攻撃に対して、対抗して

いきたい。 r結婚jには、樹包マイノリティと親族関
係の開題があり、財産付轍部絡んでくるので、その

ことと切り離す必要がある。r.出瀬範jをどのよう

に変えていくカ場主課題である。フェミニストの中には、

私の考え方を憂醸している人もいる。しかし、私のこ

とを fポスト・フェミニズムjの思想家と呼ぶのは間

違っている。自分は、 「封掛金jを女の身体のみに閉

じ込めるのではなく、思考ι精組みを維鰯散に修正し
ていくこと、セクシュアリティとジェンダー頓念を作

り直していくことを目指している。 脂童カミiこ、講演の

タイトルi士、 UndoingGendt到rrジェンダーを}まどくJ
であったe入門書によれば、

fパトラー誌フロイト派でもなけれJまフーコ一派で

もなしもまた、マルクス主議費、フェミニスト、ポ
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スト構造主義者のどれでもなv¥むしろ、こうした

理論およびその理論の謝館後てと繋がりをもちな

がらも、そのどれかと一枚岩的に立場を間じくする

ことなしその時々最適と思えるところで、多種多

様な、ときに予想、もつ治議謝み合わせを用いて、広

範顕の理論的枠組みを縦横に援うのである。 J1 

くジェンダーを護る自己同一化白as-G田ldel蝿

100酷嵐:a:也nについて〉
精神分析学では、男の子同士の愛着i主母親との関

係性の境断から生じるとされている。しかし、快楽と

掛犠ttSIjものである。自分はジェンダーを渡る自己同
一化匂宙s-Gendered日開位勉出rn"という潤いを
発した1，¥規範というものほ外から押し付けられるだ

けでなく、内部に滑り込んでいる。ジェンダーとは、

戦こ外側にあるというものではなしも 胸部j と f外

部Uf士、両者を嬢介し、か--法定的であろうとする f境
界jに言及してはじめて、意味をなす。自己とは、自

分自身と他人とから f眠 FかけるJ、 「名づけるJ行

為によって、自己同一的報成される。控鎖骨言語と

心理学的言語とがあり、軽鎖骨少年とは、自分自身と

他人から呼び糾すられることにより、少年となるので

ある。文化とは内側と外側を分ける f境界jに存在し、

ジェンダーとは f境界jの問題である。 f呼びかi力

の攻撃、暴力は、外からだけでなく、自分自身の内側

からも為されるのである。[この"白田s.G回dered
lden掛回出In"という言葉は、本講演てやもっとも強調

されていたのであるが、パトラーのこれまでの著作や

入門書には、あまり見られなし、制Eの著書で言及す
る言葉と思われる。入F替の中の関係笛所と思われる
器扮i士、

ら〈トラーが主張するのは、ジェンダーゆ寄与のも

のではなくプロセスだということ。…異性愛のアイ

デンティティ段、同性への禁じられた欲望に基盤を

もつので、成人してから向性を強襲することは、ジ

ェンダーに「恐慌{パニック)を引き起こすjこと

である。言い換えれば、見たところ首尾一貫性を持

ち、安定した異性愛のアイデンティティが、じつは

安定してもいないし、首尾一貫性もないということ

を明らかにすることによって、異性愛のアイデンテ

ィティを危担金iこ離すことになるのである。… fジェ

ンダー・パフォーマンスjにおいて f行事語化(アク

ト・アウス)Jされるものは、否著書、された同性愛の

対軟な悲嘆であると主張し、そこで、パフォーマ

ティヴィティ、パフォーマンス、精持嬢法を融合し

ているようた Fジェンダー・トラブルJおよびf関



題=物質となる身倒においてと同様に、パトラー

は fジェンダ一機弾性皐昆毘二{匂つまりドラア

グ[異裂に焦点を当てて、それを向性愛について考

えるための梓組制こしている。…言い換えれ民強

化され誇張された「ストレーは異性箆Jのアイデ

ンティティは、期金愛メランコリーの文化の中で否

認され土間企愛欲望の徴候なのである。その文化で

は、否寵された欲望加、パトラーが f誇張された自

己同「イ匂と呼ぶものとして[回帰jしてくる。 j

という簡所であるが、ここむ唯一出てくるぜ主主ぎ

三種働金量旦恩ゴむが講演で話されたC間・

Gend目ed踏e凶ifica尚nであるのかどう料立、確証は
もてな川少なくとも、当日はドラァグ[異説iこ焦点

を当てているように比思えなかった。}

この後、体議に入札質疑応答が為された。質問の

多さと通訳の方が難しい言葉を端から訴すご苦労に対

しf驚きjのひと言てもった。主なものiま以下の通り。

Q1.精神分析について織女の思掛的位置づけについ

て}

→科学としても、実践としても大変重要な位置を占め

ている。アメリカ合衆国でl'j入多くの幼児も精神科の

診断を受けており、 f病理Jとされることと f規範j

との関係について陪題を感じている。精神分析の中で

は、 「対象関係論Jtこ特に臨む治宝深川

低利ティクス{政樹包蝶)との関わりについて

→.~t7長インターセックス協会、ジェンダー・パック(ト

ランス・ジェンダーへの暴力をなくす運動)に関わっ

ている。新しし怯王は、忌々しきことと批戦酌である

ようたしかし、どんな人も社封場器量なしに尊離を

もって生活することは難し川

Q3.トランス・ジェンダ一、 トランス・セクシュアリ

ティ、敏望と身偶こついて

→身体はどこからくるのか? 文化の中において形成

されるのである。精神分析においては、ジェンダーを

護るアイデンティティがすべて病理であるとみなされ

ている。自分は、ゲイ、レズピアン、フェミニストほ

カ多犠なセクシュアリティの人たちの会合に出たこと

があるが、それぞれが廷し合っていた運動というも

のは、必ずしも問題解決には歪らず、瀦Lが深まる可
樹生もある。自分は、運動における緊張関保を取り除

こうとは思わなし、内部対立を抱えてこその運動であ

る。[r岩波女性学事典』によれば、
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「トランス・ジヱンダ‘ーとは、{甥リを自覚的に生き

る人々。かつてアメリカでは、性別の変更を訴える

者は心に関題があるとしりた見解のもと、「劉盟主j

という病名が付けられていた。しかし、担90年f宅後
半に入札インターセックスたちの声カ1社会に届く

につ九アメリカはもとより日本でも次第に性別を

めぐる社会システムの見直しが始まった。…トラン

ス・ジェンダーの存在は、 f世:sIJを選演劇ltJの到

来を物語っている。 J) 

Q4.パイ・セクシュアルiこついて

→信じられないiまど、重要である。セクシュアリティ

は、護雑で、ダイナミックで変わりうるものなのであ

る。(r岩波対生学事剰によれ民
「パイセクシュアルとは、 4強場設望が雨空を対象と

している偶人を指す。また、そうした掛繍向を両

性愛(パイセクシュアリティ)という。しかし、文

賑によっては1つの個体iこ聞生を持つような両性具

有とほi罰司義の f両性性iを指す場合もある。 J

また、 fフェミニズムと精神分析事典iによれはこ
の用語法少なくとも現在3つの意味を持っており、混

乱のもとであるとのこと。一つは、半関場と向義でも

っぱら生物勃噸念を表象 2番冒は人間の個人の内

iこ「封鎖包jカり f男性釣j心理民帯性が共存してい

ること。 3番目が最も通常の用法で、男性にも女性に

も憎包こ惹きつけられうる特定の個人の性質について

用いられるとのこと。ノ〈トラー氏はやはり、 3番目の

用法で用いていたのだろうか?)

~鞍争について、暴力との関係

『江イズ危識をみていて感じていることは、ゲイの人

たちが公に悲嘆にくれることカ嘆しいということであ

る。エイズで亡くなったが、その死を悼むことを許さ

ない期金愛中心主義の反同性愛的な告会である。アフ

ガニスタンやイラク戦争で亡くなった人の報道を、合

衆国政府は厳しく規制し、公の場での悲しみをコント

ロールしている。死を悼むということは生命への尊重

につながる。グローパノレな哀輔の可能性を求めていき

たし、。

00.メランコリーについて

一決われたもの。 r名づけjを得られなかったもの。
支配的な持組みに疑問を投げるもの。

{当日は、まったく理解不能であったため、後日、調

べた結果を補足する。まず、フロイトの用語としては、



f想像上の喪失に対する反応J。入門書『ジュディス・

パトラー』によると、

「フロイトは、幼児が近灘姦タブーに応えて親への

欲望を配念させられるという理由で、自我形成をメ

ランコリー構造であるとしたが、一方パトラーは、

そもそも近親姦タブーに先立って向性愛タブーが存

在すると指摘する。…その主張は、ジェンダー・ア

イデンティティとセックス・アイデンティティが禁

止に応えて形成されるというパトラー理論の根幹を

なしている。パトラーは、ジェンダーやセックスを

生得のものとは考えず、 「ジェンダー・アイデンテ

ィティは、そもそもアイデ、ンティティの形成要素と

されている禁止の内面化であると尉コれるJと主張

する。…パトラーは、喪、メランコリー、自我形成

をめぐるフロイト理論をフーコー的な枠組みで~U用

し、異性愛が一次的な同性愛の欲望に基づくもので

あると論じた。 J1 

Q7.同性婚について

→結婚の権利は拡大化されるべきι思うが、結婚だけ
が強し、結びつきではな11¥アメリカでは、ゲイ、レズ

ピアンの人たちの声が強まっているが、 トランス・ジ

ェンダー、インター・セクシユアリティの人たちが忘

れられている。コミュニティがサポートする必要があ

ると考える。

Q8.幼児への悼歌、暴力について

→様々なセクシュアリティがあるとし、うことと子ども

への性自幌取は、大変異なるもので、はっきりと区別

が必要である。少年への危害相生民搾取に対しては強

く反対する。ただし、律動を手陣営するべきであって、

欲望を非難するべきではなし、。

以上が、講演報告であるが、理解しきれなかった部

分、また、すっきりとは肯けなし、部分も多々ある。た

だ、西洋文化の二項対立的な思考に対し、それを擾乱

して新たなジェンダーの領域を切り開こうとする斬新

な考え方であることだけほ理解できた。しかし、音楽

の分野で、どのようにこの思想を応用できるのだろう

か? アメリカの音楽学では、取り入れられた理論も

あると開くが、保守的な志向性の強い日本の音楽界に

おいて、かなり難しいことであることは事実である。

逆に、安易に解釈して fフェミニズムは終わったJと

の論調が強まるのではないかとの危旗も感じないでは

ない。今自分にできることとして、仁思考の枠を継続的

に修正していくJという姿勢だけは、取り入れられる
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のではないかと思う。 f西洋音楽史」一つを取ってみて

も、これまでの偏見、固定概念を一歩づつでも覆して

いく努力を怠るべきではないと感じさせられた次第で

ある。

[参考文前
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p.84・部.

*島市立ninW'∞，mp:踊nWwoman: Franasca Caaini 

E腕包Ju制 1B¥成長，r，by Suzanne G Cusi<丸町M間ia

andfemin血11s，ed by Sally Ma田r出urand Cate POYI蜘n

(A四位alianMu血色n国， 1鋭到!))，p.87"錦.

他にもありますーが、紙面の都合で害援させていただきます。



2005年度第7田例会(加6.3.2刀 発表婆旨

「音楽雑誌にみる女性に関する記事

一大正・昭和期を中心iこーJ(中間報告)

辻浩美(つじひろみ)

はじめに

雑誌は時代の鏡である 一今でこそ最新の清報

は、インターネットの普及に伴い、ジャストタイムで

関覧可能となったが、戦前までは雑誌がその最先端を

担い、多様なジャンルの雑誌がそれぞれ多数羽附され

た。音楽雑誌も伊併でなく、洋楽を対象とした森雑誌

は今日に至るまでおよそ 250誌に上る(11'音楽関係逐

次刊千子物所在目録1979年版』、『補遺援1捌』 音楽

図書館協議会)。特に昭和期から 1930年代にかけて、

急速に発展した楽壇倒育勢は、音楽ジャーナリズムの

活動を促し、音楽雑誌が相次ぎ重刷された。第二次大

戦開戦までには、編集主幹や発行者の意向に基づく自

由な表現形態として、教育系、評論系、吹奏楽誌レ

コード誌娯楽系大衆誌等の音楽雑誌が刊行されたが、

やがて政府の戦時文イ回嫌の一環として、統廃合され

ることになる。

本研究は、戦中までの音楽雑誌における記事から、

当時の女性と音楽との関係キ壊現、女性拶嘩者につい

て分析する試論である。これまでの研究論文では、一

個人ゃある事柄の研究として音楽雑誌を解読する例は

多いが、総針句に音楽雑誌全体を分析する研究は殆ど

なされていなし、また、女性を視点、に置いた雑誌分析

は本研究が初めてといえる。

対象雑誌

今回の対象雑誌として、『月刊楽譜』、『音楽世界』、

『音楽倶楽部』、『音楽新潮』、『音楽評論』、『音楽之

友l11'音楽公論』、『音楽文イ凶、『音楽知識』の9誌と
した。その理由は、 1941年(昭和1副 10月の第1次

音楽雑誌統廃合において、『月刊楽譜』、『音楽世界』、

『音楽倶楽部』の3誌が『音楽之友』に、『音楽新潮』、

『音楽評論』の2誌が『音楽文化』にそれぞれ合併し、

有輸することになったことにある。さらに1943年(昭

和 18)10月の第2次音楽雑話統廃合によって、その

2誌も廃刊となるが、同年12月に『音楽文化』、『音楽

知識』として創刊され、戦後は『音楽芸術』、『音楽之

友1として存続した。これら 9誌の音楽雑誌は 1912
年から 1946年までの時代を網羅し、各雑誌の刊行数
の多さも併せて、豊富なデータを抽出することが可能

である。(図:音楽雑誌の系図→ 次頁参照)
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分析視点

各音楽雑誌の性格を調べるために、 f発刊の辞j、発

刊状況情例年、出版社、発行人・編集主幹・編集者、

発売日、価格)、事嘩者の顔ぶれ、事嘩者の性別、記事

内容、読者構、編集後記、表紙傍障の鶴、出版広告

噺聞紙上による予告広告)、雑誌広告を分析視有、とし

て設定する。これらの分析視点により、各音楽雑誌の

特色や方向性、読者層を把接することができるが、本

研究では記事内容に絞って考察していく。

分析方法

対象雑誌の目次から、女性に関する蕗事と女性執筆

者による記事に分け、それぞれの記事内容を解読し、

以下の7つの項目に分類し、データベースを件戒した。

1.公論・時論、 2.理論・音楽史・演奏法、 3.髄想(エ

ッセー)・紀行文・旅日記、 4.人物紹介・作品紹介、

5.思い出・回想・追悼文、 6.翻訳、 7.座談会・対談
(倒:r月刊楽譜』における女性執筆者による記事
(1913年4JJ-1930年10JJ)→ 次々頁参照)

今後の課題として、分類項目を対象雑誌9誌に対し

て訳凋性が図れるよう再検討していく。また、同時代

に刊行された女性誌も観察し、音楽雑誌と一般雑誌に

おける表記の比較や音楽の捉え方についても追求して

いきたし、。

く参考資料>

後藤暢子 1982 r明治・大正・昭和三代の音楽雑誌を読
むJ11'フィルハ}モニーJI54巻10・11号.

後藤暢子 1錦 3i第2次大戦期を中心とする洋楽関係

誌の系譜J11'フィルハーモニー~55巻4・5 号.

近代女性文化史研究会編 1995 i婦人雑誌にみる大正
期ー婦人公論』を中心に-J

日本近代音雑編 1蜘 f日本の音楽雑誌解題集む

福本慶之 2∞1 r日本におけるべ}トーヴェン受容
IIJ 11'音楽研究所年報』第14集

福本康之 2伺'2i日本におけるベートーヴェン受容

廻J11'音楽研究所年報』第15集
福本康之 2∞3 r日本におけるべ}ト}ヴェン受容
NJ 11'音楽研究所年報』第16集

浜崎慶 2004 r女性史の源流一女の雑誌かく生
まれ、かく競い、かく死せりJ(東京:出版ニュース初

小関康幸ホームベ一九VMI.n号島/畠鑓hi!y，郁W副知鴎，ki



留:音楽雑誌の系密

i一般誌系)* 

『月刊楽譜i
19認.1

陪楽世界』

1部抱.1

『音楽倶楽制

1銃W.l

{語論誌系l帥

『音楽新潮』

1窃M.2

f音楽評論2
1933.4 
二}-

第1次続合 第2次統合

1941.10 1943.10 

『音楽之友』…傭羽!D

194112 1943.10 

F音楽公論]...場郡U)
1941.11 1943.10 

* (一般誌系}…窃犠・鑑賞のための総合音葉集緯

く

『月予操謡;Jl 1912.1-1941.10 1(1)-，縦10)全却2冊/月刊j

f音楽世晃H 1929.1-1941.10 1(1)-13(10)全152冊/月刊
f音楽倶楽部i班活.1-1941.10 1ω-8(10) 全87冊/月刊

第1次音楽雑誌統磨合:①+後世に残すプ』めの正宿高重量

5音楽之友] 1941.12-1943.10 1ω-3(10)全23冊/月刊

第2次音楽雑誌統廃合

昔楽静穏樹象

{帯守誌l
『音楽文イ国→『音楽芸術』

19<岱.12 1946.2-

{啓蒙誌1
『音楽婦制→『音楽之友i
1斜3.12 1946.1 

f音楽の刻
1部，7.1-

『音楽文イ凶 1943.12-1946.1 1(1)-4(1)全15冊/月初j→『音楽芸制へ
一般愛掃射象

『音楽知識n1鈍3.12-1945.11 1(1)-3(3)全15冊/月刊→『音楽之紹iJlへ

棺【罰論誌系1

『音楽新瓶H 1924.2-1941.10 1(1)-18(7)全212冊/月刊
『音楽評論n];説話.4-1941.10 1(1)-10(ゆ全館冊/月刊

第1次音業雑議統廃合

楽壇の指導的な議議議

『音楽公論i四41.11-1943.10 1(1)-3(10)全24冊一場伊jへ
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筆者

側峰子

高折寿美子

高折寿美子

小林露子
鶴田幸子

ザレスカ夫人

倖みどり

麗瞳子

原信子

溜宮廷子

倉元意波子

倉元志濃子

倉島意渡子

和寒千代

相沢豊子

弁上綾子

8人
漂寵須磨子

4人

芥上績予

震構鶴代

ダン道子

井上織子

茅野章子

4噌千代

ダン道子

6人

田中通子

荻野綾子

倒:~~積損議舗における女錨摺揮者による記事 0913 年 4 ~-1930年 10 月)

分類

公論持論

理論漬奏法

理論震奏法

要請溝奏法

随筆紹守文

麗筆記行文

語筆記行支

障筆記行文

随筆鰍守文

公論持論

理諸島覧奏法

理論費嚢法

理論寄審法

髄筆範行文

人物作品縮予
公論時論

随筆紹守文

公議時論

随筆鰭守文

題懇追悼文

理論溝難

題筆級官

鑓筆紙吹

回想追悼文

圏想追鱒文

鑓筆鮒守文

座談会対談

髄筆記行文

随筆記行文

タイトJJ.，

音楽は幼兜より始める

声楽初学者の£特

唱歌法(発声及揖音7去)
事砲の改良(其ニ}

怒り易い大食ヘンヂル

ショパンを推麓す
遺き異留の空を望で

卒業同紙て

アメリカ物語

審議会に望む事ども

誰!こも出来る作曲の仕方

議!こも出来新偶語の栓芳

誰iこも出来る作畠の仕方
ピアノの音をき〈

歌曲の天才ヴォルフ

敬の趨3意す方に
唄う女性o震護
音楽の措韓性論

音楽を大捷へ一大宋音B農家の言葉

揮の面影・業界の大患人事間延子先生

世界審議界の新犠向・発芦担明麗遅延こ就て

山田耕縛龍意号山田小父さま"J、母さま
弁上錦子女史の絶智ケーニッヒ様を詰ねて』

井上錯手さんの患ひ出

由主井上縄手]ひととなり

なつかしいアルマ・グルック

今後のわが楽壇こ対する期待

纏綿より(遠慮)

1930年の楽壇密顕・落筆の音

内

H

v

q

'

-

n

u

n

u

h

υ

n

u

h

υ

唱

'

曾

B

内
正

絹

M
制

同

開

N

H
判

例

制

刑

制

制

例

制

腕

削

例

制

腕

腕

腕

削

削

刷

削

刷

刑

制

削

鍬稗

1913年4j:1

1914年11月

1915年12月
1915年12j:I 

1917年3月
1918年4月

1920年7月

1921年3s

1921年4F1
1922年10月

1925年2月
1925年3月

1925年4月
1926年4.FJ
1921年6.FJ
1929年12月

1930年3月
1930年4.FJ
1930年5j:1
1930年6.FJ
1930年9月
1930年10月
1930~手 10j:I 

1930年10Fl
1930年10Fl
1930年10月
1930年10月

1930年10Fl
1930年10月

愛子

民議世刻表紙鱈立音楽大韓繍図書韓掛
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シンポヲウム&コンザ}ト担刃5.11.18-20}報告

モーツアルト時代および今日の女性作曲家

玉JII裕子位融和ゅうこ}

京肪年11月18日から20日までの3日間、「モー

ツアルト瑚tおよv今日の女性作曲家j と麓するシン
ポジウムとコンサートおよびパネバグイスカッション

〈以下 fシンポジウムj と略蓄自が、ヴィーンのオ」

ストリア放送協会内のホールで開カサもた。2仮調8年はモ

ーツアルトの生誕250年にあたる。グィーンはこれを

記念して「ヴィーン・モーツアルト年 2伎)6Wren 

Mozarゆhr盟腕j というプロジェクトを企画してい

る。一足早く笈105年のうちに関カホ虎今回のシンポ

ジウムは、このプロジェクトの開幕を飾るものであっ

た。私はこのシンポジウムに参加する機会を得たので、

以下に報告させてし、ただく。

初日と二日呂は、モーツアルト時代の女性 f作曲家J

をテーマとした研発発表と、それに関連する持鳴が実

演で披露された。最終日は、現在活躍中の各世代から

溜まれた3人の女性作曲家によるパネルディスカッシ

ョンカマ子オオLたあと、今回の企画によって委嘱された

4人の女性作曲家の新拘吻績された。以下に、取り

あげられた創生 f作曲家Jを3縛してみよう犠憾に

いえば作曲しなかった女性も含まれる)。

iモーツアルト附粧のABC抵作品が演奏された場合
は括弧内にその曲目、曲名輔自立プログラムに従う): 

Ha宜主etA訟amsm伽凶盈B.Dur)、AnnaAmalia
vonP胞磁蹴泊(Fug喬食irVlOla und VlO也副、Am泡

Amal鼠攻m 晶d盟関.w福田ar(D腕柑脚胸ぬr
Hammer泊施，r，Klarine悔， V凶au.nd VlOJo.四，110in 

B.加)、MarieA脱却前te(発表〉、Marianne
A畑 nbru錦町舷瑚飴 包 Es'Dur)、 品購凶a

Auernbammぽ〈発表、 Var.ia往腕滋誠Jer ein 

u縄開riahesThema、S回bsVar.ia也鵬凶加d副首蝿a

nDer vi:鞍臨時現，r bin I'品州、Emmanuene

B町on~岨teG'Duξ 肱2)、白roline Bo泊誕時践、
&危隅盟!rK泊施主r胸 zertNr.6 in G弘.11')、Isab描ede

Charr融e傍弱、E拙紅白aCi抽民geb.取>Zeluch
4発着号、ぬ帰路zabe也 C胎~ geb. Duv躍脚色

Sonate加Hamme池1av蹴 undVlOline in Es弘前、
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Ma也me Lascl悶sky (Cona耐 in 珍弘司、

Franziska lebrun， geb. Danzi ~表、Sonate 釦

Ham盟!rkJavieru.nd VlOline， op.l， Nr.3およびNr.6)、

HeJene Liebmann(Grand官言。釦rHammerkJa鴨E

Vお，Iineund VlOD滋賀elloin A'~ op.11)、Marianne

Mar臨盟S位湿締泊G'D町、 E'Dur)、MariaAnna 
創出merDMozart (発表)、Maria官鳩胞sia

Pamdお{発表、地砂説副 ei酷 S ぽmenMmme亀

Gar回n-liedche盤8usdemS均warもF姐闘員BinG-弘司、

Ba恥恥P拘置機器、ElenaLui掠di~何za-8ぽgo

(発器、'Geno抱晶Ra'対鑓aG蟻、Seoonde目的泊

C-Dur)、 N四沼会臨Scbaden(発表)、 Nanne伽

S国 icher(発費、AnnaBondi鴨n個a駒田旬m
g-mon) 

盤機種号:

Nancy van de砲もe(:釦e抵時四市総)、 J儲nna

W咽 Y(M瑚ik章注目銑e， 函館k凶ine恥 und
Klavier)、監inGee制:0¥油Ipi開官邸、副sabe'也

Harn泳らanzuri治renden himmef“) 

資料として販嘉されたプログラムiこは、 18世紀の女

性 f作曲家j として、上記の対生も含めて94人の名

があげられている。(このプログラムにはまた、ヴィー

ン、グラーツ、ザルツブ、ルクの各音楽大学図書館に所

議されている 18世紀の対空 f作曲家jの案審普リスト

も掲載されている)。

こうした資料から、また各研究発表から、対生の作

曲活動についての研究が雄盛に進められていることを

今回あらためて確認した。主催者のエレーナ・オスト

ライトナーは、創生 f作曲家Jおよびその栴誌がもっ

と知られるように願うと何度も強調していた。こうし

た頴いが対生 f作曲家jについて¢噺究を推進し、ま

たこの企画を fヴイ}ン・モーツアルト年2α)6Jのプ
ロジェクトの第一弾として開催することを可能にした

にちがいない。またこの枠組みが、女性 f作曲家jが

さらに広く一般に f認知jされるために有効に働きう

るものであることは疑いなし、しかし率直にいって、

対生 f作曲家jの認知という願望カ滞む現時点におけ

る問題点、もまた、今回のシンポジウムを通じて私には

明らかになったよう弘樹オもた。それは同時に、対全

「作曲家j研究の現在のき当撞点、およびこれからの方

向性を示す言論にもつながっていくものでもあるよう

i乙智ゐれる。そこで本報告では、多岐にわたる発表の



中から、この情翼欝識につながる2つの発表をとくに

詳しく紹介し、私伺弗惑をしるした川

エヴァ・リーガーの報告iネ第Eの研締ま示してい
るこつの学問的反省、を提示することからはじまった

ひとつは、ある個人の主体およa躍をひとつのまと
まった全体として描くことが可能であるという信仰が

20世紀和こおいて崩壊したという認識、もうひとつは、
ここ30年間のフェミニズム穆椀の主流であった方法、
すなわち、女性が鎖性活から締め出され、その結果

として事械部象としても無視されてきたことを非難し

て、新たに発見した女性の活動を震史言磁に付け加え、

それによって従来¢嵯史を補おうとする、いわゆる補

完史だけではまったく不村きであるという認識である。

具体例としてリーガーが取りあげたのはマリア・アン

ナ(ナンネノ吟・モーツアルトである。リーガーはナン

ネルについてすでに 15年段ど前に一度評伝を試みて

いるが、土認の問題意識に基づいて再度彼女のケース

を検討してみようというわけである。新たな視点のも

とで関われるべきiえ櫨女が「作曲できたかどうかj

ではなく一一彼女の実力から考えて「作曲」する能力

をもっていたことは疑いなしトーヘ彼女の弟がそうで

あったように、個人的な経験を栴誌に結実させ、自ら

の芸婿を深めていくことができたかどうかである、と

リーガーは主張する。そして、芸繍肋を発展させ、

活動を促進する要素として、 1)自由な空間、 2)人

生経験、 3)職業活動、 4)担会的認知の4点をあげ、

ヴオルフガングの場合と民殺して、ナンネルにはこの

4点のどれもが欠けていたこと、もしくは彼女の経験

領域がそもそも f女性の領域jとされていた空簡を越

えるものでなかったために、経験を通じてさらに深く

「女世規範jが刻み込まれていくこととなり、それが

彼女の芸締憐農を不可能にした、と結論づけた。

リーガーの提示したジェンダ}悦長による伝記言謎

の理論的反省は、私自身の関心と重なるところが多く、

興味深く恵われた。しかし、ナンネルを再検討するリ

ーガーの方法は、事Lたちにとってすで守に親しいもので

あったように思う。実際、いくつカゆ例外を除いて、

今回子われた個々の対空f作曲家jについての発表は、

問時代の資料に基づいて、彼女たちをとりまく社会

的・文イ掛か音鱒包織を広く見渡し、彼女たちの音

鵜肋を育て、活動を促し、あるい}立制限した要因が

なんであったのか、作曲活動治宝行われた場合どのよう
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お契掛紛桝ロを生み出すことになったのか、といった

点について多治れ少なカホ言及していたリーガーの

提示した音楽能力を発揮する4つの条件について、そ

れぞれがそれぞれbやり方で言及していたといえる。

リーガーの発表は、その意味では、個別の対生「作曲

家lについて多くの発表者税i--:>tdJ話識について一

一『対生作曲家努鼠jがとった械識でもある一一理

謝枕枠組みを与えるものであったとし、うことができ

るだろう。

ガプリエーレ・ド/レフナーはまったくJJlJiのやりかた

で私たちを挑発し:乙テーマは fマリー・アントワネ

ット。ある女性作曲家持訴はい料こ成立した判とい

う題目が示しているとおりである。マリー・アントワ

ネットは、いくつか的対全作曲家辞典に f作曲家jと

して取りあげられている。しかし、彼女の手になる「作

品Jとみなしうるのは也ぜい一つであり、しカもそ

れは貴族の女性として積習的に受けていた音楽レッ

スンで党またま与えられた課題を解いた、という程度

のものでしかないことは、ちょっと栂せしただけです

ぐに明らかになることである。 19世紀後半に「悲事j

の女性jとしてのマリー・アントワネットに対する思

い側溝られていくなかで、彼女の偽晶とされるもの

が集められ、編曲されて演奏され、「作曲家Jとされ

るにいたったと、ドノレフナ一段神話の成立過程を解き

明かす。

二日目午前中最後に行われた初レフナーのこの発表

怯これまで抑えられていた議論を一挙に引き出す詔

爆剤となった。それJ主私自身の間いと重なるものでも

あった。最初の議論、マリー・アントワネットのみな

らず、これまでに取りあげられた女性たちを「作曲家

Kom抑制出nenJと呼びうるのれむしろ「作曲も

した女性kom戸淑註rendeFrauenJ、という表現のほ

うが適切なのではないだろうカミ当時の状況を考えれ

ば、男性の音楽家も含めて、作曲と演奏は分離したも

のとはまだ完全には考えられていなかったi士ずである

という指摘は、 fモーツアルト時ftおよび今日の対空
側家j という本シンポジウムの名称、およびテーマ

設定そのものの季む摺崩生をも問うものであった。こ

れに対して、女性 f作曲家Jカミ「作曲もした女性jか

という、呼称の妥当性を議論するよりも、むしろ従来

¢樫史言謎を問うほうが重要ではないか、という見解

が出された。

シンポジウムでは時間航路駒もあって、この二つの



貝解はいわば問題提起の域を出る議論にまでは発展

しなかったのだが、私にはいずれも重要な視点と思わ

れる。そもそもこの二つの見解は決して対立するもの

ではないだろう。演奏と作曲が分離した行為としてま

だ完全には認識されていなかった時代に活躍した音楽

家たちに、私たちがしばしば「作曲家Jという名称~を

用いるのは、 f作曲家jのほうが[演奏家Jよりも偉い

とし、う習慣的な思考の枠組みが無意舗に働いている

からではないだろうか。この思考の枠組みは、男性の

大作曲家およびその作品を中心とすることで音楽史が

語りうるとし、う、 19断己半ばに確立した音楽史学観に

よってもたらされたものである。モーツアルト時代に

音楽実践を行った女性たちを f作曲家j と呼ぶことの

妥当性を問うことは、従来の音楽史置越を反省するこ

とに直結するのである。今回、冒頭に列挙したとおり、

実に多くの「作品Jを実演で耳にすることができた。

発表のあとで実際の音を聞くと、その背後のさまざま

な文周防2透けて見えてくるようで、彼女たちの音楽実

践に対する尽きない興味が呼び覚まされる。その意味

では彼女たちの「作品Jは当時の音楽文化に関わる第

一級の証言である。しかしそのことは、コンサート文

化を通じて、あるいは録音媒体を通じて培われた鳴り

響く音に対する現在の私たちの関心をひきつけること

とは、必ずしも一致しない。今回演奏された曲の中に

は、もう一度聴ρてみたいと思わせる曲ももちろんあ

ったのだが、学習としてつくってみた、というレベル

の曲も、正置いってかなり混じっていた。本シンポジ

ウムで紹介された女性「作曲家Jは、誰もが譲奏家と

しての力量を同時代の人に高く評価されている人ばカミ

りである。もし f作曲家j として紹介された場合、そ

の作品がつまらないばかりに、彼女の演奏その他によ

る当時の音楽文化に対する貢献までもが過小謝面され

ることになってしまったとしたら、あまりに努捻なこ

とである。作曲およびその栴品を、彼女たちの音楽活

動の---ifsとして捉え、潰奏、教育、あるいは若い音楽

家の支援等、音楽活動にかかわる活動全般を当時の文

脈のなかで総併句にみていく方向性、それこそが音楽

文化に果たした女性の役割を正当に謝面することにつ

ながるばかりか、作曲家.f協中心の従来の音楽史観

がし、かに過去の音楽的営みの一部しか伝えていなし、か

をあらためて示すことになるだろう。女性 f作曲家j

の場合、作品のみを問題にするのは不可能で、彼女の

生涯全体を視野に入れる必要があるという発言は、ま
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さにこのあたりの事清をさしている。そしてこれはま

た、リーガL の発表に関連するコメントのなかでも触

れたとおり、個別の女性 f作曲家jを扱った発表の多

くがとっていた方法そのものである。ハルトムート・

クロネスは、グィーンのアノレヒーフには数多くの女性

f作曲家jに関する資料が鳴されており、女性 f作曲

家jたちを無視したのは後世の音楽史家たちであって、

同時代の人びと位決して彼女たちを無視していたわけ

ではないと主張した。この見解がどの程度妥当性をも

ったものであるかは、私には判断できなし、。しかし、

モーツアルト時代の女性の音楽活動が、男性のそれと

は異なったかたちで実践されていたことは確かである

にしても、活動それ自体は同時代の人びとによって十

分に認められていたことは、今回のさまざまな発表か

らもじゅうぶ川餓日可能だろう。

最後に演奏について簡単にコメントしておきたし、

私は2α路年春のパリにおけるフォーラム主催のコン

サート(i日本の5人の女性作曲家とタイユフェーノレJ)

報告のなかで、「知られざる作品jであればあるほど、

質の高い演奏が求められるということを主張した。こ

こで、パリと出藍の経験から再びこの主張を繰り返し

たb、多くの作品が録音ではなく、実演で聴けるとい

うのは本来魅力的な体験問討ミである。しかし今回、

残念ながら録音を使ったほうが良かったのではと思わ

れるケースがたびたび見受けられた。演奏作品の精選

と並んで、演奏の質をどのように確保するか、という

ことも、このような催しにおいては考慮オベき重要な

問題かと思われる。

女性「作曲家Jの発掘・再刊面ばかりが問題なので

はなし、音楽の歴史を、作曲行為と作品だけに還元し

ないで、幅広くとらえていくみかたが、たとえば f作

曲家jモーツアルトを中心にみていただけではみえて

こない当時の音綿憎みの多様性に光を投げかける。

それがまた、ジヱンダー視点による音楽研究カ2従来の

音楽学研究に生産的な揺さぶりをかける方向性でも

あるだろう。実際多くの研究がその方向を目指してい

る。個々の細かいデータについての最新情報を得るに

はあまりに言語的ハンディキャップの大きい私にと

って、今回のシンポジウムは研究の村場旦みについて再

度思し、をめぐらす島常絵であった。

『-
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パリで吉田隆子の

「お百度詣Jを歌う

梅野 りんこ(うめのりんこ)

2006年3月 11l3，パリ国際大学都市にて、「春

のコンサートJと題して音楽会を開催いたしまし

た。出演者はカナダ人ピアニスト 2人、フランス

人ヴァイオリニスト、日本人はソプラノの私と伴

奏者の 2人でした。ピアニストとヴァイオリニス

トは3人ともパリ第4大学で音楽学を勉強してい

る学生です。

私は昨年9月から横浜国立大学の交換留学生と

してパリ第12大学で学んで、います。パリでは、

世界中からの留学生が約 5千人住む寮に住んでい

るので、いろいろな人たちと知り合う機会があり、

そのうち話がまとまって音楽会を企画し、 12月ご

ろから糠習を始めました。

曲目はピアニストの 1人がヒナステラなどの現

代曲、もう 1人はシューベルトなどのロマン採、

ヴァイオリニストはピアソラを、私はイタリアの

曲を 5曲、フランスの曲を 2曲、日本歌曲を 4曲

歌いました。

今回私が特に力を入れたのが、小林先生に楽譜

を送っていただいてはじめて挑戦する吉田隆子氏

の fお百度詣jでした。この曲は現代曲を得意と

するカナダ人ヒ。アニストが大変気に入り、ぜひ伴

奏したいというので一緒に勉強を始めたのですが、

曲の持つ日本的な独特の雰囲気を理解するのが大 | 

変むずかしかったようです。最後まで息が合わず

に苦労しました。舞台に乗せるのは断念すべきか

と前日まで悩んだのですが、思いきって歌いまし

た。

結果は大変評判が良く、音楽会の後にわざわざ

この曲について、どういう作曲家が作ったのか聞

きにいちした方もありました。この曲が一番よか

ったと言われた方もありました。

音楽会は、60人くらいを予定していたのですが、

結果的に 80人以上の方がいらしたようで、会場は

かなりの熱気でした。

総じて、フランスでは新しい芸術の試みに対し

て、大変好意的だと感じました。日本でよりも、

ずっと現代曲の理解者が多く、「お百度詣jも、そ

の現代性、同時代性にストレートに共感しでもち

えたようです。私も、劇的で反戦の祈りでもある

この曲が大好きになり、あちらこちらで歌いたい

と思いました。

最近パリで見て大変感動したオペラに、 fアドリ

アーナ・マーテノレjという現代オペラがあります。

フィンランドの女性作曲家ちカイヤ・サアリアホ、

抑本アミン・マアノレーフによるもので、戦争による

暴力の犠牲者の復讐と許しを主題にしたオペラで

した。そのポスターは、パレスティナ入と思われ

る少年の老成したまなざしと廃壊の写真で、ポス

ターどおりまさに現代の問題を鋭く突いた作品で

した。会場では感動のあまりあちこちですすり泣

きが聞こえるほどでした。

日本では紹介が進んでいないようですが、パリ

では確かに女性を含めて様々な試みがなされ、ま

たその新しい試みを応援し育てようとする観客の、

暖かいまなざしと懐の深さを感じました。

私自身、これからも女性の作品に積極的に挑戦

していきたいと思っています。



- 金井喜久子生誕100年記念CD発売
2006年は、園内の女性で初めて交響曲を作

曲したとされる宮古島出身の作曲家・金井喜

久子 (1906'"'-'86)の生誕 100年記念の年に当

たります。記念して、キング・インターナシ

ョナルより f金井喜久子ピアノ全曲集Jが 6
月四日発売されます。この中には、これまで

f幻Jとされてきた f交響曲第 1番jの第 4

楽章が含まれています。演奏は、沖縄出身の

ピアニスト高良仁美氏。 CDタイトノレは「高

良仁美/琉球狂詩曲~金井喜久子ピアノ曲全

集(生誕百年記念・世界初録音)J KKCC-3011o 

ニ品i-3え銭。通
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言ト報: ヒルデガルド出版社創設ゲリ

ックマン氏 女性作曲家作品専門の楽譜

出版社ヒルデガノレド出版社会長のシノレヴィ

ア・グリックマン氏が1月 16日、ペンシルヴ

ェニアの自宅で亡くなりました。ピアニスト、

作曲家、教育者であった同氏は、 1988年同社

を創設、過去現在の女性作曲家の音楽の推進

に尽くしました。同氏はまた楽譜叢書Women
Composers: Music through the Ages 
(G.K.Hall， 1996・全 12巻予定)の共編者とし
て活動中、亡くなる数日前にその第8巻が刊
行されています。

置 ヴィーン、パリにて女性作曲家・シンポジ

ウム&コンサート開かれる

2005年 11月 18日""'20日、ヴィーンにて

モーツアルト生誕250年を記念しての fヴィ

ーン・モーツアルト年」というプロジェクト

企画の閉幕として「モーツアルト時代および

今日の女性作曲家Jと題するシンポジウムと
コンサートおよびパネノレディスカッションが

聞かれ、会員の玉川氏が参加。詳しい報告を

寄せてくださいました。(→16.......18頁)

2006年3月8日は国際女性デーでした。記

念してパリでは3月 5日、女性作曲家のコン

サートが催されました。代表小林氏が参加。

セシノレ・シャミナード、メノレ・ボニスのピア

ノ曲、ファニー・メンデルスゾーンの弦楽四

重奏曲、クララ・シューマンのピアノ協奏曲

等の女性作曲家の作品が好演されました。(→

表紙参照)

また、会員梅野りんこ氏もパリにてカナダ

人、フランス人たちとコンサートを開催、そ

の報告を寄せてくださいました。(→19頁)

ミ4

置新事j図書紹介

"Panische Gefuehle. Sexuelle Uebergr出e
im Instrumentalunterricht." Freia 
Hoffmann編 (Schott，200ω 
*フライア・ホフマン編集の『パニック状態:

器楽レッスンにおけるセクシャル・ハラスメ

ント』と題する本が出版されました。ケース

スタディ、心理学者やカウンセラーによる報

告、音楽教育学関係者による器楽レッスンに

おけるセクハラ問題の特殊な点についての考

察等、踏み込んだ内容とのこと。独語。玉川

氏より当フォーラムに寄贈予定です。

く編集後記>

美しい新緑の中で編集作業に励んでいます。

フォーラムでも新しい芽吹きのあることを願

いつつ…。(市川・西阪)

• N響定期にて、クララ・シューマン fピ
アノ協奏曲j上演

2006年6月のNHK交響楽団の第 1572回

定期公演において、クララ・シューマン作曲
fピアノ協奏曲 イ短調作品 7Jが上演され

ます。同時にロベルト・シューマン f交響曲

第4番Jr同第1番jが上演予定です。
日時:6/9 (金)7: OOpm， 6/10 (土)3: OOpm 
指揮:準・メルクル/ピアノ:伊藤恵

田港区の『リーブラJにてコンサート
2006年6月23日、港区立男女平等参画セ

ンターリーブラJにおいて、女性の音楽コ
ンサートが開催されます。これは、 2006年男

女共同参画週間記念フォーラム「女がひらく

現在・未来j と題するフォーラムの前夜祭と

して開催されるもので、代表小林緑氏のプロ

デユースです。詳しくは、 20頁をご覧くださ

b、。
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